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第 1回 外国人来訪者等が利用する施設における避難誘導のあり方に関する検討部会 概要 

                              事務局：消防庁予防課 

 

 

1 日 時 

  平成 28年 10月 14日（金） 10時 00分～11時 55分 

2 場 所 

  主婦会館プラザエフ 7F 「カトレア」 

3 開 会 

    鈴木予防課長より、外国人来訪者が増加(昨年比 25％増)しているという現状を踏まえ、最新の ICT

技術を利活用した避難誘導のあり方について検討を行い、ガイドラインを作成したいと考えている

ので、皆様のお力をお借りしたいという旨の挨拶があった。 

4 委員及び事務局紹介 

   事務局より、委員及び事務局の紹介があった。 

5 部会長の互選及び副部会長の指名 

   互選により小林委員を部会長とし、小林部会長の指名により、野村委員を副部会長とした。 

6 議 事 

 (1) 外国人来訪者等が利用する施設における災害情報の伝達及び避難誘導の現状と課題について 

   事務局より、本検討部会で検討する対象施設については、2020年のオリ・パラ競技大会で外国人

来訪者等の利用が想定される施設を優先的に検討するため、①駅、空港、②競技場及び③旅館、ホ

テルとしたいとの説明があった。 

また、運輸業や警備業を行う委員、競技場、空港、ホテル等の運営を行う委員より多様な利用者

に配慮した防火安全対策の事例について、下記の様な説明があった。 

   ア 災害時にデジタルサイネージで４カ国語の表示を行っており、避難誘導に活用している。 

   イ ４カ国語翻訳できる拡声器を設置して対応をしている。 

   ウ 短時間で避難を完了できる様にデジタルサイネージの利用を計画している。 

   エ 防災センターに外国語を話せる者を配置している。 

   ウ 外国語を話せるスタッフが少ないため、４カ国語に対応したポケットブックで応対している。 

   以上の様に、先進的な取り組みを行っている施設は一部あるものの、災害情報の伝達や避難誘導

などの情報は日本語音声によるものが主流であるため、日本語が分からない外国人や聴覚に障害を

持った方など多様な利用者に対し、情報伝達・避難誘導を行うための方策を整理したいとの説明が

事務局よりなされ、質疑応答が行われた。 

   質問 対象となる施設に「ターミナル駅」との説明があったが抽象的な表現であるため、定義付

けをする必要があるのではないか。 

   回答 「ターミナル」は、法令用語のような一定のものを示していないのでガイドライン作成時

に検討を行うこととしたい。 

   意見  多国語に対応した音声ガイダンスの場合、理解する言語が流れるまでのタイムラグがある

ため、緊急で伝えるべき情報として速やかに伝えられるかを検討した方がよいと考える。 

質問  各種事例にあったように４カ国語に対応していれば、外国人来訪者に対し、どのくらいの

割合をカバーできると考えるのか。 

   回答  把握していないので確認する。 
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(2) 外国人来訪者等が利用する施設における災害情報の伝達及び避難誘導を検討する際の論点と方向

性について 

   事務局より、本検討部会での検討に際し、論点整理と方向性について説明があった後、委員及び

オブザーバーより、ICT技術を利活用した事例について説明がなされた。 

【概要】 

    ア 災害発生時の情報伝達・避難誘導のあり方について、「誰が」「どのような情報を」「誰に対

して」「どのように伝達する」ことが有効か。 

    イ 災害発生時の情報伝達・避難誘導のあり方について、①駅、空港、②競技場、③旅館・ホ

テルの特徴に応じて、それぞれ、どのように対応することが有効か。 

    ウ 災害発生時の情報伝達・避難誘導に限らず、外国人来訪者等が利用する施設の安全対策に

おいて、外国人や障がい者も含めた在館者の理解・協力をより得られやすくするための方策

はないか。 

   また、東京消防庁からは、羽田空港と成田空港で外国人来訪者に対し、アンケート調査を実施し、

滞在日数や宿泊場所、滞在時の罹災状況、非常時の行動特性、ピクトグラムの理解度等について確

認した結果の情報提供がなされた。 

   意見 聴覚障がい者が客室という密室に入られた場合、非常放送での避難誘導は困難となると考

える。 

   意見 障がい者のニーズを十分に確認し、ガイドラインに反映して欲しい。 

      ※ 「Nothing About Us Without Us（私たちのことを、私たち抜きに決めないで）」 

   意見 災害に関して検討する際は、最悪な状況をシュミレーションした上で、リスクを減らして

行くように検討することが大事と考える。 

今回の検討においては、外国人来訪者等に対して適切な情報を与えることで、安心を得る

ことが大切である。現状、発生リスクは低いが、将棋倒しのようなリスクにも配慮すべきと

考える。 

 

 (3) 今後のスケジュールについて 

    事務局より、本検討部会のスケジュールについて説明があった。 

    【概要】 

     ア 第 2回検討部会を 1月頃、第 3回を 3月頃に開催予定 

     イ 平成 29年 3月末にガイドラインの骨子を発表 

     ウ 平成 30年 3月頃にガイドラインの策定を目指し、平成 29年度も継続検討とする。 

 

  (4) その他 

     ア 第 2回検討部会の開催は 1月とする。 

    イ 各委員は、本日の内容に関し意見や質問があった場合、事務局に連絡することとした。 

以上 


